
















































































































よび「高橋亨の李退溪解釈－張志淵との論争を中心に－」（2012 年９月 28 日台灣大学人文社會高
等研究院で開催された「東亞視域中的韓國儒学研究」國際学術研討會議程における発表原稿）を参
照されたい。
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ヲ愛ル、尤モ梅ヲ愛セルハ、其ノ臨終時ノ梅兄云々ノ言ニモ徴スベキガ、亦其性格ノ一標
致トナスベシ。嘗テ弟子金惇叙ニ答テ、因ミニ好梅種ヲ送寄セシコトヲ附託シテ曰ク 43、
　　此間或得梅植。其品皆不佳。南鄕得佳品。取其少者。以土封其根。寄來何如。但南方
早榮。今無及矣。梅黃時。取其實寄來。而梅植則姑待十月。亦佳。
　今彼ノ集ヨリ梅花詩ヲ選集シテ、『退陶梅花詩』一巻ヲ伝フ。
 （INOUEAtsushi）
ド此ニ彷彿タリ。『宋子大全』附録巻十八「崔慎録」に、尤庵平生ヲ録シテ曰ク、平居無事。則每
日向晦而就寢。令侍者櫛髮而睡。纔到二三更許。必擁衾而起坐。誦庸学孟子尚書等正文各數篇及朱
文二三篇。鷄鳴則呼童明燈。或著述人家墓文。或裁答人書札。或考閲古今書籍。天欲明則滅燈還寢。
日出即令進盥。」
43　『高橋亨朝鮮儒学論集』所収「李退溪」では、この部分は「附託した」で終わっているが、講義
ノートではそれに続けて『退溪先生文集』巻之二十八「書」答金惇敍より、「此間或得梅植」で始
まる引用がある。『斯文』掲載文では、引用を省略する代わりに、「今彼ノ集中、梅花ノ詩ヲ選集シ
テ、『退陶梅花詩』一巻ヲ伝ヘテ居ル。」という一節が記載されている。
